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１．調査概要及び結果の読み方 
 

長野県では、今後の子ども・子育て支援・次世代育成支援施策の参考とするため、子どもと子育て家庭

の生活状況などに関する「子どもと子育て家庭の生活実態調査」を令和４年６～７月に実施した。 

［調査概要］ 

調査対象 

長野県内の 37 自治体（13 市 11 町 13 村）に在住の小学１年、小学５年、中学２年、16・17

歳の県民（高校２年及び高校に在籍していない同年齢の子どもを含む）本人とその保護

者 12,000 世帯（※小学１年は保護者のみ） 

抽出方法 住民基本台帳により無作為抽出（対象学年の人口比に基づき抽出数を按分） 

調査方法 郵送による配布・回収 

調査期間 令和４年６月 28 日から７月 11 日まで（７月 25 日到着分まで調査期間を延長） 

回答状況 子ども本人 1,962 人（21.8％）、保護者 3,131 人（26.1％） 

有効回答数 子ども本人 1,955 人（21.7％）、保護者 3,127 人（26.1％） 
 

［本調査における「生活困難」の取扱いについて］ 

本調査では、子どものいる世帯の「生活困難」について、以下の❶❷❸の３つの要素の回答状況に基づ

いて分類した。 

 

❶低所得 

世帯の可処分所得（収入による可処分所得＋児童手当等の支給額等）、世帯人数と組

み合わせた分類表で、分類Ⅰ又はⅡに該当する場合（次頁の表を参照） 

ただし、低所得世帯の割合は、可処分所得の把握方法の違いがあるため、厚生労働省

発表の子どもの貧困率と比較できるものではない 

❷家計の逼迫 
７項目（電話・電気・ガス・水道の公共料金、家賃、食料・衣類の購入）について、経済的な

理由で払えなかった、または買えなかったことが１つ以上ある場合 

❸子どもの体 

験や所有物 

の欠如 

子どもの体験や所有物など 15 項目のうち、経済的な理由でしていない、金銭的な理由で

ないなど欠如する項目が３つ以上ある場合（次頁の表を参照） 

 

     ❶❷❸の３つの要素の回答状況から区分し、以下のように分類している。 

❶❷❸で２つ以上の要素に該当 ＝ 困窮家庭   １つの要素に該当 ＝ 周辺家庭 

該当なし ＝ 一般家庭  と分類している。（無回答等により分類できない世帯は除く。） 

また、困窮家庭と周辺家庭を併せて「生活困難家庭」としている。 
 

生活困難家庭 困窮家庭＋周辺家庭 

 困窮家庭 ２つ以上の要素に該当 

周辺家庭 いずれか１つの要素に該当 

一般家庭 いずれの要素にも該当しない 

 

［「❶低所得」の要素の補足説明］ 

国民生活基礎調査（厚生労働省）では、貧困線所得額（万円単位で把握）、課税等の額（千円単位で把

握）ならびに世帯人員数の情報から、「等価可処分所得」を算出し、等価可処分所得の中央値の半分の額

を貧困線として定めている。（貧困線は、２人世帯の可処分所得額としては 175 万円に相当）これを参考

に、本調査では以下のように可処分所得の水準を設定し、選択肢で可処分所得の幅を把握している。そし

て、世帯員人数別に、分類Ⅰ・Ⅱまでを回答した世帯を低所得世帯とした。（前回調査と同水準で集計） 
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［参考：本調査での世帯員人数別可処分所得の水準］ 
 

世帯員

人数 

可処分所得の水準  （参考） 
国の貧困線 

の基準 
(平成 30 年) 

分類Ⅰ 分類Ⅱ 分類Ⅲ 分類Ⅳ 分類Ⅴ 分類Ⅵ  

１人 60 万円未満 120 万円未満 180 万円未満 240 万円未満 300 万円未満 300 万円以上  127 万円 

２人 85 万円未満 175 万円未満 260 万円未満 345 万円未満 430 万円未満 430 万円以上  175 万円 

３人 105 万円未満 210 万円未満 315 万円未満 420 万円未満 525 万円未満 525 万円以上  210 万円 

４人 120 万円未満 245 万円未満 365 万円未満 485 万円未満 605 万円未満 605 万円以上  245 万円 

５人 135 万円未満 275 万円未満 410 万円未満 545 万円未満 680 万円未満 680 万円以上  275 万円 

６人 150 万円未満 300 万円未満 450 万円未満 600 万円未満 750 万円未満 750 万円以上  300 万円 

７人 160 万円未満 325 万円未満 485 万円未満 645 万円未満 805 万円未満 805 万円以上  325 万円 

※所得による分類の区分は前回調査同様に、平成 28 年国民生活基礎調査を参考とした 
 

［「❸子どもの体験や所有物の欠如」の要素の15項目］ 
 

①海水浴に行く 
⑨学習塾に通わせたり、通信教育を受ける（また

は家庭教師に来てもらう） 

②博物館・科学館・美術館などに行く ⑩お誕生日のお祝いをする 

③キャンプやバーベキューに行く ⑪１年に１回くらい家族旅行に行く 

④スポーツ観戦や劇場に行く ⑫クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげる 

⑤遊園地やテーマパークに行く 

（16・17 歳は「友人と遊びに出かけるお金」） 
⑬子どもの年齢に合った本 

⑥毎月お小遣いを渡す ⑭子ども用のスポーツ用品・おもちゃ 

⑦毎年新しい洋服・靴を買う 
⑮子どもが自宅で宿題をすることができる場所 

⑧習い事(音楽、スポーツ、習字等)に通わせる 
 

［その他］ 

・調査結果の選択肢の文章について一部省略して表記している箇所がある。 

・生活困窮度別のグラフでは、生活困窮度の判定ができなかった回答は、グラフの「全体」の数に含まれてい

る。このため、一般家庭、周辺家庭、困窮家庭の合計と全体の数は一致しない。 

・子ども本人による有効回答数は 1,955人で、それを母数に子ども本人の回答結果を示している（小学１年

保護者の回答分を含める場合は 3,021 人）が、生活困難状況の集計による子どもの回答については、保

護者の回答と突合して生活困難状況を集計するため、子どものみ回答した調査票を除いている。 

・各設問の帯グラフは少数点１位で表示しており、一部 100％とならないところがある。棒グラフは複数回答

のため、合計が 100％を超えるものがある。 

・文中の「前回」とは平成 29 年度に実施した長野県子どもと子育て家庭の生活実態調査のことである。調

査対象・方法、生活困窮状況の把握等は前回と同様に今回も実施しており、回答状況と比べ、相対的に有

意な差があった結果を中心に記述している。 

［参考：前回調査概要］ 

調査対象 長野県内の 50 市町村在住の小学 1 年（保護者のみ）、小学５年、中学 2 年、16・17 歳県民本

人とその保護者 12,000 世帯を無作為抽出 

調査期間 平成 29 年８月 10 日から９月 25 日まで 

有効回答数 子ども本人 2,366 人（26.3％）、保護者 3,589 人（29.9％） 
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２．調査結果概要 
 

子どもと子育て家庭の生活状況について、「世帯の可処分所得」、「家計の逼迫状況」、「子どもの体験や

所有物の欠如の状況」から世帯の生活困難状況を区分し、子どもの学年、世帯構成等で分析を行った上

で前回調査（平成29年実施）結果との比較を行った。 

調査結果では、子育て家庭の生活困難状況や世帯の家計状況等による子どもの学習面・生活面・心理

面などへの影響がみられるとともに、生活困難家庭では子ども・保護者ともに多様な困難を抱える場合が

多いことや、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、生活状況が厳しくなっていることも見受けられる。 

 

①分析結果 

［保護者の生活状況］ 

〇子どもの親の婚姻状況は、「結婚している（事実婚を含む）」が 91.4％、「離婚」が 6.7％、「死別」

が 0.9％、「未婚・非婚」が 0.6％である。『結婚していない』（「離婚」、「死別」、「未婚・非婚」の

計）割合は全体で 8.2％であり、生活困難家庭で多くみられる。（Ｐ10参照） 

○生活困難家庭では、暮らしの状況や家計の逼迫などで多様な課題を抱えている回答が多くみられ

る。（Ｐ21～22、43～45参照） 

現在の暮らしの状況について「やや苦しい」「大変苦しい」と回答した割合は、一般家庭は 22.2％だが、

周辺家庭では63.5％、困窮家庭では88.5％である。 

「食料が買えなかった経験」や「衣類が買えなかった経験」は、困窮家庭で前回と大きな差はみられない

ものの、依然として多い割合となっている。「食料が買えなかった経験」「衣類が買えなかった経験」「電話

料金」「電気料金」「ガス料金」「水道料金」「家賃」のいずれか１つ以上で未払いが発生している割合は、一

般家庭では0.0％だが、周辺家庭では38.8％、困窮家庭では87.2％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○保護者の学歴、就労状況と子育て家庭の現在の所得水準、子どもとの関わりや家庭でしているこ

とに関連がみられた。（Ｐ20、23～26、40～42、51～52参照） 

母親の最終学歴は、「大学」が一般家庭では 28.4％であったのに対し、周辺家庭では 16.2％、困窮家

庭では 14.5％であった。父親の最終学歴も、「大学」が一般家庭で 42.0％であったのに対し、周辺家庭

では25.8％、困窮家庭では 11.5％であった。 

母親が働いていない理由として「自分の病気や障がいのため」と回答した割合は、一般家庭では 5.8％

であったのに対し、周辺家庭では 18.3％、困窮家庭では36.4％であった。 

所得水準が低いと、「子どもとの関わりや子どもに家庭でしていること」は少なくなる傾向があり、子ども

の文化的な活動や体験の機会に差が生じている。 

生活困難状況の3要素〔％〕

N =

低所得 3127

家計の逼迫 3127

子どもの体験や所
有物の欠如

3127

8.5

11.5

9.8

91.5

88.5

90.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

該当する 該当しない
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○保護者が考える子どもの「理想的な教育段階」と「現実的な進学段階」には差があり、その差が

生じる理由として、生活困難家庭ほど経済的理由の回答割合が多い。（Ｐ27～29参照） 

子どもの理想的な教育段階を「大学またはそれ以上」と回答した割合は、一般家庭では 73.4％であっ

たのに対し、周辺家庭では 55.0％、困窮家庭では 44.7％であった。また、現実的な教育段階を「大学ま

たはそれ以上」と回答した割合は、一般家庭では 50.0％であったのに対し、周辺家庭では 26.7％、困窮

家庭では 10.7％であり、そのように考える理由として、「家族の経済的な状況から考えて」と回答した割合

は、一般家庭では 11.4％であったのに対し、周辺家庭では25.9％、困窮家庭では51.5％であった。 

○困窮家庭では頼る人がいない、不安を抱えながら子育てをしていることがうかがえる。（Ｐ15～17

参照） 

子育てに関する相談やお金の援助を頼れる人の有無について、子育てに関する相談相手が「いない」と

回答した困窮家庭の割合は 10.2％、お金の援助についても頼れる人が「いない」と回答した困窮家庭の

割合は31.9％となり、他の区分と比べて多い。 

○生活困難家庭では心身の健康状態の不安定さにより、生活への影響がうかがえる。（Ｐ30、55～58

参照） 

保護者自身の健康状態は、一般家庭では「よい」が 49.8％と多く、「まあよい」と「普通」を合わせると

90％を超えるが、困窮家庭では「よい」が33.2％と少なく、「まあよい」と「普通」を合わせると78.8％であ

る。保護者の心理状況に関する項目を点数化したうつ・不安障害の傾向の強い「要注意・要治療」に該当

する割合は、一般家庭では 14.5％だが、周辺家庭では 29.0％、困窮家庭では43.4％となっている。 

 

［子ども生活実態、課題等］ 

○将来の夢・なりたい職業が「ある」子どもの割合は前回よりもやや少なく、学年が上がるにつれ

て少なくなる傾向は前回と同様である。また、自分の将来が楽しみだと「とても思う」と「思う」

を合わせた子どもの割合も学年が上がるにつれて少なくなる傾向は前回と同様である。（Ｐ102～

104、Ｐ155参照） 

将来の夢・なりたい職業の有無については、「ある」が67.0％、「ない」が32.2％となっているが、「ある」

と回答した割合は、小学５年は 77.8％、中学２年は60.0％、16・17歳は60.7％となっている。前回の全

体と比べて、「ある」が5.6％少なくなり、各学年で前回よりも少なくなっている。 

また、自分の将来が楽しみだと「とても思う」と「思う」を合わせた割合は、小学５年は 80.4％となってい

るが、中学２年は63.0％、16・17歳は63.6％である。 

○子どもの進学に関する意識は、世帯の状況により大きく異なっている。（Ｐ106、145参照） 

進学したい教育段階は、小学５年と中学２年で「大学またはそれ以上」と回答した割合が一般家庭では

45.4％であったのに対し、周辺家庭では 28.9％、困窮家庭では 21.4％であった。16・17 歳では「四年

制大学」と回答した割合は、一般家庭では 70.4％であったのに対し、周辺家庭では 50.7％、困窮家庭で

は35.3％であった。 

○授業以外の勉強、クラスでの成績について、生活困難家庭で「しない」「下の方」が多く、学ぶ

意欲との関係がみられる。また、学校の授業について、生活困難家庭ほど理解度が低い傾向があ

る。（Ｐ148～150参照） 

「学校の授業以外で勉強はしない」と回答した割合は、一般家庭では 4.3％であったのに対し、周辺家

庭では8.4％、困窮家庭では 11.0％であった。 

また、クラス内での成績について「やや下のほう」と「下のほう」を合わせた割合は、一般家庭では

17.9％であったのに対し、周辺家庭では31.2％、困窮家庭では39.9％であった。 
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学校の授業について『わからない』（「教科によってはわからないことがある」、「わからないことが多い」と

「ほとんどわからない」の計）と回答した割合は、一般家庭では 25.3％であったのに対し、周辺家庭では

43.1％、困窮家庭では52.7％であり、授業の理解度について生活困窮度別によって大きな差がある。 

○生活困難家庭では、食事などの生活習慣の定着やクラブ活動への参加状況の低下傾向がみられ、

生活の満足度も低調な傾向が見受けられる。（Ｐ126～128、111～112、125参照） 

「朝食」について「毎日食べる」と回答した割合は、一般家庭では 91.4％であったのに対し、周辺家庭で

は 84.6％、困窮家庭では 77.3％であった。「夏休みや冬休みなどの期間の昼食」について「毎日食べる」

と回答した割合は、一般家庭では 93.4％であったのに対し、周辺家庭では 86.6％、困窮家庭では

84.3％であった。「平日ほぼ同じ時間に寝ているか」について、「そうである」と「どちらかといえばそうであ

る」を合わせた割合は、一般家庭では85.1％であったのに対し、困窮家庭では72.4％であった。 

16・17歳で部活動等に参加「していない」と回答した割合は、一般家庭では 33.2％であったのに対し、

周辺家庭では 45.1％、困窮家庭では 47.1％であった。部活動等に参加していない理由として「費用がか

かるから」と回答した割合は、一般家庭では2.0％であったのに対し、困窮家庭では8.3％であった。 

生活の満足度について、「6～10」（満足度が高い方の回答）に該当する割合は、一般家庭では 88.9％

であったのに対し、周辺家庭では68.7％、困窮家庭では63.8％であった。 

 

［新型コロナウイルス感染症拡大による影響］ 

○生活困難家庭では、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている回答が多くみられ、生活状況

がさらに厳しくなっている可能性がある。（Ｐ90～92、180～181参照） 

保護者調査では、新型コロナウイルス感染症の拡大による「世帯全体の収入の変化」について「減った」

と回答した割合は、一般家庭では 19.3％であったのに対し、周辺家庭では 36.3％、困窮家庭では

54.9％であった。また、「あなた自身がイライラや不安を感じたり、気分が沈むこと」について「増えた」と回

答した割合は、一般家庭では28.0％であったのに対し、周辺家庭では46.3％、困窮家庭では56.2％で

あった。 

子ども調査では、新型コロナウイルス感染症の拡大による変化として「学校の授業が分からないと感じ

ること」について「増えた」と回答した割合は、一般家庭では 19.6％であったのに対し、周辺家庭では

27.4％、困窮家庭では35.6％であった。 

 

［支援サービスの利用状況等］ 

保護者の支援制度の利用状況について、困窮家庭のうち「現在利用している」と回答した割合は、「就学

援助」31.5％、「児童扶養手当」27.7％である。各支援制度を利用していない理由について、「制度等につ

いてまったく知らなかった」が各項目で最も多く回答されている。（Ｐ76～82参照） 

子どもの支援制度・居場所等の利用について、休日にいることができる場所、家で勉強ができないとき

静かに勉強ができる場所、勉強を無料でみてくれる場所が関心の高いものとして回答されている。支援制

度・居場所等の利用によって、「友だちが増えた」、「生活の中で楽しみなことが増えた」、「ほっとできる時間

が増えた」、「勉強する時間が増えた」などの変化がみられる。（Ｐ167～175参照） 
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［前回調査と比べてみられること］ 

〇世帯類型については、二人親二世代の核家族（二人親二世代世帯）が前回と比べて多くなり、三

世代の世帯は前回と比べて少なく、核家族化の進行がうかがえる。（Ｐ13参照） 

○世帯所得は 400万円未満が少なくなり、700万円以上が多くなっている。母親の正職員の割合が前

回よりも多くなったことが要因の一つと考えられる。一方で、生活困窮度別では、困窮家庭は

210 万未満の割合が前回よりも多く、困窮家庭の母親のパート・アルバイト割合は同程度であり、

困窮家庭と一般家庭の差の拡大が考えられる。（Ｐ20参照） 

○生活困難状況の３要素の該当割合は３要素ともに前回よりやや少なくなっているものの、生活困

難家庭では所得や家計の逼迫などで多様な課題を抱えている回答は前回と同様多くみられ、特に

困窮家庭で多くなっている。（Ｐ21参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○保護者にとって教育費の負担感が大きいことは前回と同様の傾向であるが、困窮家庭では「学習

塾、通信教育、習い事など学校以外の教育費」よりも「学級費、教材費などの学校徴収金」「制

服、靴、かばんなど学校指定用品」が前回よりも多くなっており、困窮家庭における学校にかか

る費用の負担感が増大傾向であることがうかがえる。（Ｐ38～39参照） 

○保護者の情報の受け取り方について、「学校からのメール」や「ＳＮＳ（ＬＩＮＥ、ツイッター

など）」が前回より多くなり、保護者の情報の受け取り方は多様化している。（Ｐ59～60参照） 

○保護者の相談機関や支援センターなどの利用は前回より広がっており、『相談したことがある』

窓口についても多様化している。また、支援制度や子育て支援サービスの利用も前回より広がっ

ているが、生活困難家庭で「制度について知らない」や「利用の仕方がわからなかった」などと

いうサービスもみられる。（Ｐ82～89参照） 

○保護者の希望する子育て支援サービスでは、「子どもの医療費の軽減の充実」は福祉医療費助成

の充実などにより前回に比べて少なくなったが、「子どもの就学に係る費用の軽減」が前回より

も多くなっており、保護者が感じる子育て・教育にかかる費用の負担感の大きさがうかがえる。

（Ｐ73～75参照） 

○子どもの将来の夢・なりたい職業が「ある」子どもは前回同様に学年が上がるにつれて少なくな

っており、各学年で前回よりも回答割合がやや少ない。（Ｐ102～104参照） 

○学校をやめたくなるほど悩んだことがある子どもが前回と比べて多く、その理由として「精神的

に不安定」や「友達とうまくいかない」という回答の割合が増えている。（Ｐ157～158参照） 

○生活困難家庭の子どもでは、朝食や運動などの生活習慣の定着などが前回よりも低下傾向であり、

特に困窮家庭でその傾向がみられる。また、学校が楽しくない理由で「学校に行くのが面倒」と

いう理由が前回と比べて増えている。（Ｐ126、124、139～140参照） 

［参考　前回調査］ 生活困難状況の３要素〔％〕

N =

低所得 3589

家計の逼迫 3589

子どもの体験や所
有物の欠如

3589

9.9

13.8

11.1

90.1

86.2

88.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

該当する 該当しない
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②貧困率について 

○内閣府の「子供の貧困対策に関する大綱」において指標の１つに設定されている子どもの貧困率

は、国民生活基礎調査における相対的貧困率が採用されており、その子が属している世帯の等価

可処分所得を元に計算されている。 

（平成 30年国民生活基礎調査 子どもの貧困率全国値 13.5％、ＯＥＣＤの新基準 14.0％） 
 

貧困線を下回る所得の 17 歳以下の世帯人員数 

      子どもの貧困率（％） ＝                                     × 100  

17 歳以下の全ての世帯人員 
 

○当県では、世帯員別可処分所得の水準表における分類Ⅰ・Ⅱに該当する世帯が、国の貧困線基準

と概ね同様となることから、全体（判定不能世帯を除く。）に占める割合として算出をすると、

今回調査における長野県の子どもの貧困率（参考値）は 9.7％となる。 

ただし、本調査は調査対象者が異なるため、国民生活基礎調査の子どもの貧困率と単純に比較す

ることはできない。 
 

［可処分所得分類結果（本調査）］ 

 全 体（判定不能等を除く） 該 当 非該当 

分類Ⅰ・Ⅱ 

（低所得に該当） 

2,747 世帯 

（100.0％） 

265 世帯 

（9.7％） 

2,482 世帯 

（90.3％） 
 

［参考：国民生活基礎調査貧困率（厚生労働省 HP）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「可処分所得」： 
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３．回答者の属性 

（1）属性・居住地域 

保護者の回答では、小学１年が多く、学年が上がると回答数が減っている。子ども本人の回答では、小

学５年と中学２年は35％前後で、16・17歳がやや少ない。 

［学年別子ども、保護者の分布］ 

 保護者票 子ども本人票 

全  体 3,127 件（100.0％） 1,955 件（100.0％） 

小学１年 1,078 件 （34.5％） ― 

小学５年 782 件 （25.0％） 749 件 （38.3％） 

中学２年 690 件 （22.1％） 662 件 （33.9％） 

16・17 歳 577 件 （18.4％） 544 件 （27.8％） 

 

問 1 あなたの住んでいる市町村を教えてください。 

10圏域では、「長野地域」が30.0％と最も多く、「松本地域」が26.6％、「上小地域」が9.4％で続いて

おり、対象学年の人口比に概ね近い構成となっている。 

 

 

 

 

 

 

［参考：対象学年人口比（令和 4 年 4 月１日現在）］ 

 

 

 

 

 

 

Ｈ問１　居住地〔％〕

N =

3127 8.3 9.4 5.7 7.2 9.1 0.6 26.6 1.0 30.0

0.7

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

佐久地域 上小地域 諏訪地域 上伊那地域 飯伊地域 木曽地域

松本地域 大北地域 長野地域 北信地域 無 回 答

N =

69482 10.0 9.6 9.6 9.2 8.0

1.0

21.3 2.4 25.1 3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

佐久地域 上小地域 諏訪地域 上伊那地域 飯伊地域 木曽地域

松本地域 大北地域 長野地域 北信地域
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（2）世帯の状況 

問 2 お子さんとあなた（回答者）との関係は、以下のどれになりますか。お子さんからみた続き柄で、お

答えください。 

子どもからみた続柄は、全体では母親が74.2％、父親が24.7％などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［参考：前回調査結果］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 3 あなたの年齢を教えてください。 

年齢は、「40 歳代」が 56.7％と最も多く、回答した保護者の平均年齢は 44.0 歳である。祖父母等が

回答している場合などを含め、20歳代から80歳代まで回答されている。 

学年別では、小学１年の保護者は 30 歳代、小学５年以上の保護者は 40 歳代が多く、学年が上がると

保護者の年齢も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ問２　子どもからみた続柄〔％〕

N =

全　　　体 3127

小学１年 1078

小学５年 782

中学２年 690

16・17歳 577

24.7

22.4

25.4

25.4

27.2

74.2

76.3

73.8

73.8

71.2

0.2

0.2

0.4

0.0

0.2

0.3

0.2

0.1

0.3

0.7

0.0

0.0

0.0

0.1

0.0

0.1

0.1

0.0

0.0

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

0.8

0.3

0.4

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父親 母親 祖父 祖母 兄・姉 その他 施設職員 無 回 答

Ｈ問３　保護者等の年齢〔％〕

N =

全　　　体 3127

小学１年 1078

小学５年 782

中学２年 690

16・17歳 577

0.4

0.6

0.5

0.3

0.2

0.7

1.5

0.6

0.1

0.0

25.2

50.0

22.0

8.7

2.8

56.7

43.2

64.8

69.1

56.2

15.2

2.9

10.4

20.1

39.0

1.7

1.8

1.7

1.6

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２５歳未満 ２５歳以上３０歳未満 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳以上 無 回 答

（H29調査） Ｈ問２　子どもからみた続柄〔％〕

N =

全体 3589

小学１年 1172

小学５年 928

中学２年 821

16歳・17歳 668

26.6

20.6

26.5

29.8

33.5

72.2

78.2

72.6

68.9

65.0

0.4

0.3

0.5

0.2

0.4

0.3

0.3

0.2

0.6

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.1

0.1

0.0

0.1

0.1

0.1

0.0

0.0

0.0

0.3

0.3

0.6

0.1

0.2

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父親 母親 祖父 祖母 兄・姉 その他 施設職員 無回答
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問 4 現在のあなたの婚姻状況を教えてください。 

婚姻状況は、「結婚している（事実婚を含む）」は 91.4％、「離婚」は 6.7％、「死別」は 0.9％などとなっ

ている。 

学年別では、16・17歳の保護者で「結婚している（事実婚を含む）」が 87.2％、生活困窮度別では困窮

家庭で67.2％、周辺家庭で 83.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［参考：前回調査結果］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ問４　婚姻状況〔％〕

N =

全　　　体 3127

小学１年 1078

小学５年 782

中学２年 690

16・17歳 577

91.4

93.4

92.7

90.1

87.2

6.7

4.4

6.5

8.0

9.9

0.9

0.7

0.0

1.0

2.3

0.6

0.7

0.8

0.6

0.2

0.4

0.7

0.0

0.3

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

結婚している（事実婚を含む） 離婚 死別 未婚・非婚 無 回 答

Ｈ問４　婚姻状況〔％〕

N =

全　　　体 3127

困窮家庭 235

周辺家庭 400

一般家庭 2112

91.4

67.2

83.0

95.3

6.7

26.0

13.5

3.7

0.9

2.1

2.5

0.6

0.6

3.8

0.8

0.1

0.4

0.9

0.3

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

結婚している（事実婚を含む） 離婚 死別 未婚・非婚 無 回 答

（H29調査） Ｈ問４　婚姻状況〔％〕

N =

全体 3589

困窮家庭 334

周辺家庭 546

一般家庭 2149

91.0

71.6

82.8

95.3

7.5

25.7

14.7

3.8

0.8

1.2

1.1

0.7

0.4

1.2

0.9

0.0

0.3

0.3

0.5

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

結婚している（事実婚を含む） 離婚（別居中を含む） 死別 未婚・非婚 無回答
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問 4-1 前問で「２ 離婚」を選んだ場合、離婚相手と子どもの養育費の取り決めをしていますか。また養

育費を現在受け取っていますか。 

養育費の『取り決めをしている』（「取り決めをして、養育費を受け取っている」と「取り決めしているが、

受け取っていない」の計）が全体では70.4％と多く、『取り決めをしていない』（「取り決めしていないが、養

育費を受け取っている」と「取り決めをしておらず、受け取っていない」の計）が 27.6％である。また、養育

費の受け取りについては、『受け取っている』（「取り決めをして、養育費を受け取っている」と「取り決めして

いないが、養育費を受け取っている」の計）は 47.1％、『受け取っていない』（「取り決めしているが、受け取

っていない」と「取り決めをしておらず、受け取っていない」の計）は50.9％である。 

学年別では、小学１年で『取り決めをしている』が 80.8％と多く、その他の学年は 60％後半から 70％

前半となっている。また、養育費の受け取りについては、『受け取っていない』は 16・17歳で 57.9％と多く、

その他の学年は40％後半で、『受け取っている』は中学２年で51.0％となっている。 

生活困窮度別では、困窮家庭は『取り決めをしている』が65.6％と少なく、『受け取っている』が 31.2％

と少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 養育費を受け取っ

ている 

養育費を受け取っ

ていない 

養育費の取り決め

をしている 

養育費の取り決め

をしていない 

小学１年 48.9％ 48.9％ 80.8％ 17.0％ 

小学５年 49.1％ 49.0％ 66.7％ 31.4％ 

中学２年 51.0％ 47.3％ 71.0％ 27.3％ 

16・17 歳 40.4％ 57.9％ 65.0％ 33.3％ 

困窮家庭 31.2％ 67.2％ 65.6％ 32.8％ 

周辺家庭 51.9％ 44.4％ 72.2％ 24.1％ 

一般家庭 56.4％ 42.3％ 73.0％ 25.7％ 

 

Ｈ問４－１　離婚相手との養育費の取り決め〔％〕

N =

全　　　体 210

小学１年 47

小学５年 51

中学２年 55

16・17歳 57

45.2

48.9

47.1

45.5

40.4

1.9

0.0

2.0

5.5

0.0

25.2

31.9

19.6

25.5

24.6

25.7

17.0

29.4

21.8

33.3

1.9

2.1

2.0

1.8

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

取り決めをして、養育費を受け取っている 取り決めしていないが、養育費を受け取っている

取り決めしているが、受け取っていない 取り決めをしておらず、受け取っていない

無 回 答

Ｈ問４－１　離婚相手との養育費の取り決め〔％〕

N =

全　　　体 210

困窮家庭 61

周辺家庭 54

一般家庭 78

45.2

27.9

50.0

55.1

1.9

3.3

1.9

1.3

25.2

37.7

22.2

17.9

25.7

29.5

22.2

24.4

1.9

1.6

3.7

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

取り決めをして、養育費を受け取っている 取り決めしていないが、養育費を受け取っている

取り決めしているが、受け取っていない 取り決めをしておらず、受け取っていない

無 回 答
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問 5 お子さんと同居しているご家族の人数を教えてください（あなたとお子さんも含む）。単身赴任して

いるご家族や学業のために世帯を離れているお子さんがいる場合には、ご家族の人数に含めて

お考えください。 

同居家族の人数は、「4人」家族が40.4％で、平均世帯人数は4.5人となっている。 

生活困窮度別では、困窮家庭で「２人」「３人」の回答割合が他の区分と比べてやや多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ問５　世帯人数（回答者・子どもを含む）〔％〕

N =

全　　　体 3127

小学１年 1078

小学５年 782

中学２年 690

16・17歳 577

1.8

1.2

0.9

2.0

3.8

13.2

13.5

13.2

11.9

14.2

40.4

42.8

41.8

39.3

35.5

26.5

25.8

27.9

24.9

27.7

17.6

16.0

16.1

21.4

18.0

0.5

0.8

0.1

0.4

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 無 回 答

Ｈ問５　世帯人数（回答者・子どもを含む）〔％〕

N =

全　　　体 3127

困窮家庭 235

周辺家庭 400

一般家庭 2112

1.8

6.8

3.0

1.2

13.2

18.7

12.8

13.0

40.4

28.5

28.5

43.5

26.5

22.1

30.3

26.4

17.6

23.0

25.0

15.4

0.5

0.9

0.5

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 無 回 答
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問 6 お子さんと同居しているご家族の方は、どなたですか。それぞれ、人数もお教えください。（単身赴

任中の家族や学業のために世帯を離れているお子さんを含む） 

世帯構成は、「二人親二世代」が 68.0％と多く、「二人親三世代」が 17.7％である。母子または父子の

ひとり親世帯は二世代・三世代世帯を合わせて 12.8％である。 

生活困窮度別では、困窮家庭で「母子家庭：二世代」が 23.0％と特に多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［参考：前回調査結果］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（H29調査） 世帯構成

N =

全体 3589

困窮家庭 334

周辺家庭 546

一般家庭 2149

62.5

52.7

53.7

66.9

2.6

3.0

2.4

2.5

0.9

2.1

0.4

0.8

1.4

2.4

2.2

1.0

22.7

13.8

22.9

22.6

6.4

18.9

11.7

4.0

3.5

7.2

6.8

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

二人親家庭：二世代 二人親家庭：三世代 母子家庭：二世代 母子家庭：三世代

父子家庭：二世代 父子家庭：三世代 その他

Ｈ問６　世帯構成〔％〕

N =

全　　　体 3127

小学１年 1078

小学５年 784

中学２年 695

16・17歳 582

68.0

73.8

71.2

61.9

58.8

17.7

13.8

15.7

21.7

22.5

5.5

4.0

4.6

5.9

9.1

3.3

3.2

3.4

3.6

2.9

3.3

3.3

3.3

3.9

2.2

0.7

0.4

0.4

0.9

1.5

1.5

1.4

1.4

2.2

2.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

二人親家庭：二世代 二人親家庭：三世代 母子家庭：二世代

母子家庭：三世代 父子家庭：二世代 父子家庭：三世代

その他 無 回 答

Ｈ問６　世帯構成〔％〕

N =

全　　　体 3127

困窮家庭 235

周辺家庭 400

一般家庭 2112

68.0

46.0

60.5

72.8

17.7

14.5

18.8

17.2

5.5

23.0

7.3

3.6

3.3

9.8

8.3

1.5

3.3

3.0

2.5

3.1

0.7

0.4

1.3

0.8

1.5

3.4

1.5

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

二人親家庭：二世代 二人親家庭：三世代 母子家庭：二世代

母子家庭：三世代 父子家庭：二世代 父子家庭：三世代

その他 無 回 答
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問 7 あなたのご家族のうち、現在単身赴任中の方はいらっしゃいますか。 

『単身赴任中の者がいる』（「父親が単身赴任中」と「母親が単身赴任中」の計）が 6.5％、「単身赴任中

の者はいない」が82.6％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 8 お子さんと同居しているご家族の中に、高齢であったり障がいがあったりするなど、介護が必要な

方はいますか。 

家族の中に介護が必要な方がいるかについて、「いる」が 7.4％、「いない」が91.3％となっている。 

生活困窮度別では、「いる」が困窮家庭で 13.2％、周辺家庭で 11.0％とやや多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［参考：前回調査結果］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ問７　単身赴任中の家族〔％・複数回答〕
N = 3127

％

父親が単身赴任中

母親が単身赴任中

その他

単身赴任中の者はいない

無　回　答

6.4

0.1

1.7

82.6

9.2

4.5

0.1

0.6

86.0

8.8

6.4

0.0

0.6

85.8

7.2

8.0

0.1

2.0

78.7

11.2

8.0

0.3

4.9

76.8

10.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全 体 小学１年 小学５年 中学２年 16・17歳

Ｈ問８　介護が必要な同居家族〔％〕

N =

全　　　体 3127

困窮家庭 235

周辺家庭 400

一般家庭 2112

7.4

13.2

11.0

5.9

91.3

83.4

88.0

93.2

1.3

3.4

1.0

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いる いない 無 回 答

（H29調査） Ｈ問７　家族の中に介護が必要な人の有無〔％〕

N =

全体 3589

困窮家庭 334

周辺家庭 546

一般家庭 2149

9.7

12.0

13.2

8.3

89.7

88.0

85.5

91.2

0.7

0.0

1.3

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いる いない 無回答
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問 9 あなたは次に挙げる事柄で頼れる人はいますか。また、ａが「１ 頼れる人がいる」場合、それはだ

れですか。 

［子育てに関する相談］ 

子育てに関する相談で「頼れる人がいる」は 92.6％、「いない」は 3.9％となっている。頼れる人は「家

族・親族」が 92.8％と最も多い。 

学年別では、いずれの学年の保護者も 90％以上が「頼れる人がいる」と回答している。頼れる人は「家

族・親族」が 90％以上である。 

生活困窮度別では、「いない」が困窮家庭で 10.2％と他の区分と比べて多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ問９頼れる人の有無　①子育てに関する相談〔％〕

N =

全　　　体 3127

小学１年 1078

小学５年 782

中学２年 690

16・17歳 577

92.6

94.1

92.8

91.7

90.5

3.9

3.7

4.5

3.8

3.5

1.8

0.7

1.8

2.0

3.5

1.8

1.5

0.9

2.5

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

頼れる人がいる いない そのことでは人に頼らない 無 回 答

Ｈ問９頼れる人の有無　①子育てに関する相談〔％〕

N =

全　　　体 3127

困窮家庭 235

周辺家庭 400

一般家庭 2112

92.6

85.1

91.5

93.6

3.9

10.2

5.8

3.1

1.8

2.1

1.0

2.0

1.8

2.6

1.8

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

頼れる人がいる いない そのことでは人に頼らない 無 回 答

Ｈ問９頼れる人　①子育てに関する相談〔％〕
N = 2895

％

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

民生委員・児童委員

相談・支援機関や福祉の人

その他

無　回　答

92.8

57.8

11.4

28.5

0.7

7.1

2.3

1.2

93.1

61.9

14.2

27.5

0.6

9.4

2.4

1.2

93.1

56.5

11.6

31.7

0.7

5.2

2.6

1.4

92.9

56.4

11.1

27.3

1.3

7.3

2.4

0.8

92.0

53.3

6.3

27.2

0.2

5.2

1.9

1.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全 体 小学１年 小学５年 中学２年 16・17歳

Ｈ問９頼れる人　①子育てに関する相談〔％〕
N = 2895

％

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

民生委員・児童委員

相談・支援機関や福祉の人

その他

無　回　答

92.8

57.8

11.4

28.5

0.7

7.1

2.3

1.2

88.5

56.0

7.0

21.5

1.0

9.5

3.0

1.5

88.8

56.0

7.9

25.7

0.3

9.0

2.5

1.6

94.1

57.9

12.1

30.0

0.9

6.8

2.3

0.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全 体 困窮家庭 周辺家庭 一般家庭
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［重要な事柄の相談］ 

重要な事柄の相談で「頼れる人がいる」は 90.8％、「いない」は 4.5％となっており、頼れる人は「家族・

親族」が96.5％と多い。 

学年別では、いずれの学年の保護者も 90％前後が「頼れる人がいる」と回答している。頼れる人は「家

族・親族」が 95％を超えている。 

生活困窮度別では、「いない」が困窮家庭で 13.2％と他の区分と比べて多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ問９頼れる人の有無　②重要な事柄の相談〔％〕

N =

全　　　体 3127

小学１年 1078

小学５年 782

中学２年 690

16・17歳 577

90.8

91.9

91.6

90.9

87.3

4.5

3.7

4.7

4.8

5.4

2.4

2.0

2.6

1.7

3.8

2.3

2.3

1.2

2.6

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

頼れる人がいる いない そのことでは人に頼らない 無 回 答

Ｈ問９頼れる人の有無　②重要な事柄の相談〔％〕

N =

全　　　体 3127

困窮家庭 235

周辺家庭 400

一般家庭 2112

90.8

80.9

88.3

92.3

4.5

13.2

7.0

3.4

2.4

2.1

2.8

2.5

2.3

3.8

2.0

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

頼れる人がいる いない そのことでは人に頼らない 無 回 答

Ｈ問９頼れる人　②重要な事柄の相談〔％〕
N = 2838

％

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

民生委員・児童委員

相談・支援機関や福祉の人

その他

無　回　答

96.5

25.9

1.5

8.0

0.2

2.0

0.8

1.3

97.1

26.1

1.0

7.1

0.2

1.9

0.4

1.2

96.5

26.0

2.1

6.7

0.1

1.8

1.3

1.5

96.3

27.6

2.1

11.0

0.3

1.6

0.8

1.0

95.8

23.4

0.8

7.7

0.2

2.8

1.0

1.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

全 体 小学１年 小学５年 中学２年 16・17歳

Ｈ問９頼れる人　②重要な事柄の相談〔％〕
N = 2838

％

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

民生委員・児童委員

相談・支援機関や福祉の人

その他

無　回　答

96.5

25.9

1.5

8.0

0.2

2.0

0.8

1.3

92.6

27.4

1.6

6.8

0.5

2.6

1.1

1.6

95.2

26.3

0.8

7.6

0.6

2.0

0.8

1.7

97.3

25.5

1.6

8.4

0.1

1.8

0.8

1.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

全 体 困窮家庭 周辺家庭 一般家庭
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［お金の援助］ 

お金の援助で「頼れる人がいる」は 70.1％、「いない」は 11.6％となっており、頼れる人は「家族・親族」

が 97.6％である。 

学年別では、いずれの学年の保護者も 70％前後が「頼れる人がいる」と回答している。頼れる人は「家

族・親族」が 97％以上と多い。 

生活困窮度別では、「いない」が困窮家庭で31.9％と他の区分と比べて多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ問９頼れる人の有無　③お金の援助〔％〕

N =

全　　　体 3127

小学１年 1078

小学５年 782

中学２年 690

16・17歳 577

70.1

71.7

71.5

66.8

69.2

11.6

8.9

11.9

13.0

14.6

15.4

16.5

15.0

17.0

12.3

2.8

2.9

1.7

3.2

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

頼れる人がいる いない そのことでは人に頼らない 無 回 答

Ｈ問９頼れる人の有無　③お金の援助〔％〕

N =

全　　　体 3127

困窮家庭 235

周辺家庭 400

一般家庭 2112

70.1

56.2

66.3

72.9

11.6

31.9

17.0

8.5

15.4

7.7

14.3

16.5

2.8

4.3

2.5

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

頼れる人がいる いない そのことでは人に頼らない 無 回 答

Ｈ問９頼れる人　③お金の援助〔％〕
N = 2192

％

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

民生委員・児童委員

相談・支援機関や福祉の人

その他

無　回　答

97.6

2.1

0.2

0.6

0.1

0.9

0.4

1.5

98.4

1.7

0.0

0.4

0.1

0.8

0.4

1.0

97.1

1.4

0.2

0.4

0.0

1.4

0.2

1.6

97.0

2.8

0.4

2.0

0.2

0.9

0.7

1.7

97.5

3.3

0.3

0.0

0.0

0.5

0.5

1.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

全 体 小学１年 小学５年 中学２年 16・17歳

Ｈ問９頼れる人　③お金の援助〔％〕
N = 2192

％

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

民生委員・児童委員

相談・支援機関や福祉の人

その他

無　回　答

97.6

2.1

0.2

0.6

0.1

0.9

0.4

1.5

91.7

5.3

0.0

1.5

0.0

3.8

0.0

3.0

97.4

4.5

0.0

0.0

0.0

1.9

0.0

1.1

98.4

1.6

0.2

0.7

0.1

0.5

0.5

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

全 体 困窮家庭 周辺家庭 一般家庭
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問 10 お子さんのご両親の国籍を、それぞれ教えてください。 

学年別では、母親・父親の国籍はそれぞれ、いずれの学年もほとんどが「日本」と回答している。 

［母親］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［参考：前回調査結果］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［父親］ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

［参考：前回調査結果］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ問１０　①母親の国籍〔％〕

N =

全　　　体 3127

小学１年 1078

小学５年 782

中学２年 690

16・17歳 577

97.6

97.8

98.0

96.8

97.9

1.4

1.3

1.2

2.0

1.0

1.0

0.9

0.9

1.2

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日本 日本以外 無 回 答

Ｈ問１０　①母親の国籍〔％〕

N =

全　　　体 3127

困窮家庭 235

周辺家庭 400

一般家庭 2112

97.6

95.3

97.0

98.2

1.4

3.0

1.8

1.2

1.0

1.7

1.3

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日本 日本以外 無 回 答

Ｈ問１０　②父親の国籍〔％〕

N =

全　　　体 3127

小学１年 1078

小学５年 782

中学２年 690

16・17歳 577

96.8

96.7

97.6

96.1

96.9

1.1

1.4

0.9

1.2

0.7

2.1

1.9

1.5

2.8

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日本 日本以外 無 回 答

Ｈ問１０　②父親の国籍〔％〕

N =

全　　　体 3127

困窮家庭 235

周辺家庭 400

一般家庭 2112

96.8

88.1

96.5

98.4

1.1

3.4

1.5

0.8

2.1

8.5

2.0

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日本 日本以外 無 回 答

（H29調査） Ｈ問９　子どもの両親の国籍（母親）〔％〕

N =

全体 3589

困窮家庭 334

周辺家庭 546

一般家庭 2149

97.6

94.0

96.3

98.4

1.6

3.9

2.9

1.1

0.8

2.1

0.7

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日本 日本以外 無回答

（H29調査） Ｈ問９　子どもの両親の国籍（父親）〔％〕

N =

全体 3589

困窮家庭 334

周辺家庭 546

一般家庭 2149

97.0

90.4

93.8

98.5

0.7

1.2

1.1

0.6

2.3

8.4

5.1

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日本 日本以外 無回答
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問 11 あなたの世帯で、次のような公的年金、社会保障給付金の１回あたりの支給額はいくらですか。 

１）児童手当 

「受給している」が71.4％で、「受給していない」が 12.8％である。 

２）児童扶養手当 

「受給している」が4.4％で、「受給していない」が59.5％である。 

生活困窮度別では、困窮家庭で「受給している」が20.9％と他の区分に比べて多い。 

３）特別児童扶養手当 

「受給している」が3.7％で、「受給していない」が61.1％である。 

生活困窮度別では、困窮家庭で「受給している」が6.0％と他の区分に比べて多い。 

４）年金（遺族年金、老後年金など） 

「受給している」が3.8％で、「受給していない」が58.8％である。 

生活困窮度別では、生活困難家庭で「受給している」が 7％台となっており、一般家庭に比べて多い。 

５）生活保護 

「受給している」が0.1％で、「受給していない」が63.7％である。 

生活困窮度別では、困窮家庭で「受給している」が 1.2％となっている。 

N=3,127 

（％） 受給している 受給していない 無回答 

児童手当 

全体 71.4 12.8 15.8 

困窮家庭 74.0 11.5 14.5 

周辺家庭 71.7 10.8 17.5 

一般家庭 76.4 14.4 9.2 

児童扶養手当 

全体 4.4 59.5 36.1 

困窮家庭 20.9 49.8 29.4 

周辺家庭 8.0 54.8 37.2 

一般家庭 2.4 65.1 32.5 

特別児童扶養

手当 

全体 3.7 61.1 35.2 

困窮家庭 6.0 62.1 31.9 

周辺家庭 3.7 60.3 36.0 

一般家庭 3.7 64.7 31.6 

年金 

（遺族年金、 

老齢年金など） 

全体 3.8 58.8 37.4 

困窮家庭 7.2 60.0 32.8 

周辺家庭 7.0 55.8 37.2 

一般家庭 3.3 62.8 33.9 

生活保護 

全体 0.1 63.7 36.2 

困窮家庭 1.2 66.0 32.8 

周辺家庭 0.0 62.8 37.2 

一般家庭 0.0 67.2 32.8 
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問 12 前年（2021 年１～12 月）のあなたの世帯全体の可処分所得（手取り）総額は、合計でおよそいくら

ですか。就労による所得（会社員の方等は住民税を引く）に加え、児童手当・児童扶養手当等・

雇用保険等の支給額や、特別定額給付金（新型コロナウイルスに係る給付金）、親族等からの

仕送り等を足した金額でお答えください。 

世帯所得は、「400～550万円未満」が 19.4％、「550～700万円未満」が21.0％、「700万円以上」

が 20.5％、400万未満は 24.4％などとなっている。 

生活困窮度別では、一般家庭と生活困難家庭を比べると400万円以上で割合の差が開いている。 

［世帯所得］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［参考：前回調査結果］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｈ問１２　前年の世帯全体の可処分所得総額〔％〕

N =

全　　　体 3127

小学１年 1078

小学５年 782

中学２年 690

16・17歳 577

2.7

3.1

2.2

2.8

2.4

2.0

1.5

2.4

1.7

2.6

1.5

1.9

1.5

1.2

1.4

1.6

0.8

1.4

1.9

2.9

1.7

1.7

1.2

1.6

2.6

2.4

3.1

2.0

1.9

2.3

2.3

2.7

2.8

1.4

1.9

2.3

2.6

2.6

1.9

2.1

1.4

1.6

1.2

1.9

1.0

2.0

1.6

2.6

2.0

1.9

4.5

6.1

3.7

3.5

3.8

19.4

18.3

21.7

20.3

17.2

21.0

22.4

19.1

19.7

22.7

20.5

17.5

21.9

22.0

22.4

14.7

15.3

13.8

16.2

12.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１２０万円未満 １２０～１７５万円未満 １７５～２１０万円未満 ２１０～２４５万円未満

２４５～２７５万円未満 ２７５～３００万円未満 ３００～３２５万円未満 ３２５～３４５万円未満

３４５～３６５万円未満 ３６５～３８５万円未満 ３８５～４００万円未満 ４００～５５０万円未満

５５０～７００万円未満 ７００万円以上 無 回 答

Ｈ問１２　前年の世帯全体の可処分所得総額〔％〕

N =

全　　　体 3127

困窮家庭 235

周辺家庭 400

一般家庭 2112

2.7

17.9

10.3
0.0

2.0

16.2

5.8

0.0

1.5

10.6

5.8

0.0

1.6

5.1

6.3

0.6

1.7

5.1

4.8

1.0

2.4

6.0

4.0

2.1

2.3

5.5

3.5

2.1

2.3

4.7

3.8

2.2

1.4

1.3

2.5

1.5

2.0

3.4

2.3

2.1

4.5

3.4

6.8

5.0

19.4

11.1

14.5

24.7

21.0

2.1

11.0

28.8

20.5

0.0

3.8

29.6

14.7

7.7

15.3

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１２０万円未満 １２０～１７５万円未満 １７５～２１０万円未満 ２１０～２４５万円未満

２４５～２７５万円未満 ２７５～３００万円未満 ３００～３２５万円未満 ３２５～３４５万円未満

３４５～３６５万円未満 ３６５～３８５万円未満 ３８５～４００万円未満 ４００～５５０万円未満

５５０～７００万円未満 ７００万円以上 無 回 答

(H 29調査) 世帯全体の可処分所得〔％〕

N =

全体 3589

困窮家庭 334

周辺家庭 546

一般家庭 2149

2.0

11.1

6.2

2.3

11.1

8.2

1.7

11.1

4.2

2.3

7.2

8.2

0.6

2.8

6.9

7.1

1.8

2.6

6.0

5.7

1.9

3.4

4.2

4.4

3.9

2.2

3.6

1.8

2.7

2.3

3.0

3.7

2.5

2.2

2.1

4.4

2.2

5.7

4.2

7.0

7.1

20.0

9.6

14.8

28.2

16.8

5.7

8.6

25.0

15.0

0.9

3.1

24.2

18.8

13.5

12.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１２０万円未満 １２０～１７５万円未満 １７５～２１０万円未満 ２１０～２４５万円未満
２４５～２７５万円未満 ２７５～３００万円未満 ３００～３２５万円未満 ３２５～３４５万円未満
３４５～３６５万円未満 ３６５～３８５万円未満 ３８５～４００万円未満 ４００～５５０万円未満
５５０～７００万円未満 ７００万円以上 無回答
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［生活困難状況］ 

生活困難状況は、「一般家庭」が 67.5％、「周辺家庭」が 12.8％、「困窮家庭」が 7.5％となっている。

前回と比べて、「一般家庭」の割合が多くなり、生活困難家庭(「困窮家庭」と「周辺家庭」の計)の割合が少

なくなっている。 

学年別では、16・17歳で「困窮家庭」が9.4％、「周辺家庭」が 13.9％と他の学年よりやや多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［参考：前回調査結果］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［世帯別の現在の暮らしの状況］ 

問 22 現在の暮らしの状況をどのように感じていますか。 

世帯別の現在の暮らしの状況をどのように感じるかについては、「大変ゆとりがある」が 2.5％、「ゆとり

がある」が 14.9％、「普通」が 47.8％となっており、合わせて 65.2％となっている。他方で、「やや苦しい」

が 25.3％、「大変苦しい」が 7.6％となっており、合わせて32.9％となっている。 

世帯別では、『苦しい』と感じるは、二人親家庭の二世代世帯で30.2％、三世代世帯で33.4％である。

母子家庭三世代世帯は『苦しい』と感じるが 50.0％、母子家庭二世代世帯では 53.8％と他の区分より

多い。 

生活困窮度別では、『苦しい』（「やや苦しい」と「大変苦しい」の計）と回答したのは、一般家庭で 22.2％

だった一方で、周辺家庭で 63.5％、困窮家庭では 88.5％と大きな差が見られ、前回と回答割合に変化

は見られなかった。 

  

Ｈ生活困難状況〔％〕

N =

全　　　体 3127

小学１年 1078

小学５年 782

中学２年 690

16・17歳 577

7.5

6.1

7.8

7.8

9.4

12.8

13.5

11.5

12.3

13.9

67.5

67.6

68.9

66.4

66.9

12.2

12.8

11.8

13.5

9.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

困窮家庭 周辺家庭 一般家庭 判定不能家庭・無回答

（H29調査） 生活困難状況〔％〕

N =

全体 3589

小学１年 1172

小学５年 928

中学２年 821

16歳・17歳 668

9.3

8.2

8.5

11.1

10.2

15.2

14.8

15.2

15.1

16.0

59.9

59.2

62.3

57.4

60.8

15.6

17.7

14.0

16.4

13.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

困窮家庭 周辺家庭 一般家庭 判定不能家庭・無回答
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［参考：前回調査結果］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ問２２　現在の暮らしの状況〔％〕

N =

全　　　体 3127

困窮家庭 235

周辺家庭 400

一般家庭 2112

2.5

0.9

0.3

3.5

14.9

0.0

4.5

18.8

47.8

9.8

30.5

53.8

25.3

43.8

47.0

19.6

7.6

44.7

16.5

2.6

1.9

0.9

1.3

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無 回 答

Ｈ問２２　現在の暮らしの状況〔％〕

N =

全　　　体 3127

母子家庭
二世代

173

母子家庭
三世代

104

父子家庭
二世代

102

父子家庭
三世代

22

二人親家庭
二世代

2126

二人親家庭
三世代

554

2.5

0.6

1.0

2.0

0.0

2.8

2.5

14.9

8.1

7.7

19.6

4.5

15.7

15

47.8

35.8

37.5

50.0

50.0

49.7

46.8

25.3

34.1

36.5

22.5

40.9

24.1

25.1

7.6

19.7

13.5

4.9

0.0

6.1

8.3

1.9

1.7

3.8

1.0

4.5

1.6

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無 回 答

(H 29調査) 現在の暮らしの状況〔％〕

N =

全体 3589

困窮家庭 334

周辺家庭 546

一般家庭 2149

2.3

0.0

0.7

3.1

11.0

0.6

3.1

14.9

47.9

6.9

30.0

55.8

28.1

40.1

48.4

22.3

9.7

52.1

16.1

3.1

1.1

0.3

1.6

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無回答


